知つておをたいこと 


ストリーミングサーバや添付のソフトウエアの特長、導入の際に巧っておいていただきたい事柄について 
説巧しまず。 


ストリーミングサーバについて（一>2ぺージ） . ストリーミングサーバフアミリーやストリーミン 

グサーバの特長-機能について説明していまず。 

を部の名称と機能（->13ページ） . ストリーミングサーバの各部のを称やランプ表示 

の意巧について説 S 月していまず。 


運用時の操作(^22ぺージ) 


日常の運用の際に巧っておいていただきたい機能 
や操作ちまについて説 B 月しています。 








ストリー5ングサーバについて 

お買い求めになられたストリーミングサーバ I こついて説明します。 


ストリーミングサーパとは 


ブ□ー ドバンド時代の到来により、大量の巧像データ 
や音库データがストリーミングコンテンツとして流届 
する環境が求められています。 

このようなストリーミングコンテンツを高まにデジタ 
ル データ化(エン コー ド）し、世界に向けて函信(デリ 
バリ）ずるためじ開発されたのが r ストリーミングサー 
バ」です。 

ストリーミングサーパを使用することにより、世界中で行われているコンサート、スポーツ 
などのイベントや最新のニュースなどをインターネットから、より早く、よりビジュアル的 
に伝えることができます。 

ストリーミングサーバファミリーじは，目的や用途に応じて次のモデルが用意されて 
いまず。 

• DeliveryServer ( デリバ U ヴーパ ': DS モデル )/ GeneralServer (ジェネラルサーパ ': 
GS モデル） 

取り込んだ巧像や音声をインターネットや CAT V 上にリアルタイムで配信（デリバリ） 
することを目的としたモデルでず。デリバリサーバとジェネラルサーバに関する説おは 
本書に記載されています。 

• EncodeServer ( エンコードサーパ ': ES モデル） 

巧像や音声などのソースの取り込み(エンコード）を目的としたモデルでず。エンコード 
サーバの詳細については，弊社営業担当、または最寄りの販売店にお問い合わせくださ 
い。 



カメラ- 7イク 



映像やサウンドのデジタル化 デジタルデータの配信 



エンコードサーパ’ 


デリバリサーパ’/ジ王ネラルサーパ‘ 


ユーザー 
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トリーミングサ ー / V の特長と機能 


性能 


Intel ® Xeon ™ processor を搭載 
- GS モデル （ N 8100 -797): 2.20 GHz /512 K 巨 
( N 8 100-861); 2.80 GHz / 巳 12 K 巨 
- DS モデル（ N 81 00-798): 1 .80 GHz /512 K 己 
高速 T 000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 
インタ フエー ス （ 1 Gbps /100 Mbps / 1 0 Mbps 対応を 
2ポート、100 Mbps / 1 0 Mbps 対応を1ポート装備） 
高速ディスクアクセス （ Ultra 160 SCSI 対応） 


信頼性 


CPU / メモリ縮退機能(障害を起こしたデパイスの 
論理的な切り離し） 

メモリ監視機能 （1 ピットエラー訂正/2ピットエラー横化） 
温度お知 
異常お知 

内蔵ファン◎転監視機能 
CPU ファン冗長機能 
内部電圧監視機能 

フ□ントべゼルによるセキュリティ□ック 
ディスクアレイ （ DS モデルは標準装備） 

オートリピルド(ホットスワップ対応） 

巨 I 0 S パスワード機能 

クラスタ構成じよる二重化システム 


理機能 


• ESMPR 0 (複数のサーバの穗働状況を 「 ESMPRO 」 で 
統合的に運用-管理することができる） 

• MWA (Management Workstation Application ) 

• Power Console Plus 

• Global Array Manager 

• 自動クリーンアップツール 

• Array Recovery To 曰 I 

• UPS 管理ツール ( ESMPRO/USPCont の ller など） 

• エクスプレス通報サービス（別途契約が'必要でず） 


胃スぺース 


高さ 2 U (約 88 mm ) のラックマウントタイプ 

己診断機能 


Power On Self-Test ( POST ) 
システム診断 ( T ら D ) ユーティリティ 



PCI バスを5ス□、ソト装備 

- 32- bit /33 MHz PCI パス： 2ス □、ソ ト（イン 
ターナル PCI ボード用を1ス □、ソ ト含む） 

- 64- bit /100 MHz PCI - X バ义3ス □、ソト 
( DS モデルでは、インターナル PCI ボードス□ット 
にディスクアレイコント□ーラボードを標準装備） 
最大目 G 巨の大容量メモリ 
ネットワークポートを3チャネル標準装備 
最大7台の八ードディスクを増設可能 ( DS モデル 
では 36 GB 八ードディスクを3台標準搭載） 

USB 対応 

ぐに使える-設定できる 

• 購入時の八ードディスクにオペレーティングシス 
テムがインス I 'ールミ斉み（プリインストールのみ） 
• 自動インストールツール r シームレスセットアッ 
プ」による無人再インストールを実現 
• 八ードディスクはケープルをあ要としないワンタッ 
チ取り付け（ホットスワップ対応） 

• Windows Media サービスの標準インス!ル 


胃富な機能搭載 


• ベースボードマネージメントコント□ーラ 
旧 MC ) 搭載 

• グラフィックスアクセラレータ 「RAGE XU 探用 
•曰 Torito Bootable CD - ROM(no emulation 
mode ) フォーマットをサポート 

• POWER / SLEEP スイッチマスク 

• AC-UNK 機能 

• コンソールレス機能 


電力機能 


スリープ機能をサポート 


守機能 


オフライン保守ユーティリティ 
DUMP スイ、ソチによるメモリダンプ觸能 
巨 I 0 S 機能 


画 利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESS 己 UILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (セットアップパラメータ FD 作成ユーティリティ） 

• SETUP (巳の S セットアップユーティリティ） 

• SCSISefe は ( SCSI デバイスユーティリティ） 

• RAID EzAssist (八ードディスク RAID 設をユーティリティ） 


知つておをたいこと 
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八ードウエアび提供ずる機能 

ストリーミングサーバの八ードウエアが提供する機能について説明します。 

• システムシャーシ 

高さ 2 U (約 88 mm ) のラックマウントタイプでず。添付のレールを取り付けて、19インチ 
ラックアセンブリに取り付けて使用しまず。 

電源は AC 100 V (50/日0 Hz )に対応しています。ファイルデバイスとしてスリム CD-ROM 
ドライブとフ□、ソピーディスクドライブを標準で装備しています。 CD - ROM ドライブは 
曰 Torito Bootable CD - ROM(no emulation mode ) フォーマットをサポートして 
いまず。 

また、本体前面に取りがけ6れるフ□ントべゼルは添付のキーで□ック/解除されます。 
本体の不用意な操作や盗難を防止することができまず。 

• A — ドディスク•ディスクアレイ 

内蔵の八ードディスクは Ultra 160 SCSI に対応した高まディスクドライブを操用してい 
ます。特に DS モデルでは八ードディスク巧のデータの信頼性を向上させるために Mylex 
ディスクアレイコント□—ラボードを標準で装備し、内蔵の八ードディスクをディスク 
アレイ （RAID 5、ストライプサイズ 512 KB ) で運用します。八ードディスクベイは 
ケーブル接続を必要としないワンタッチ接続タイプで> 電源が ON の状態でも取り付け • 
取り外しのできるホ、ソトスワップじ対応していまず(最大で7台搭載可能)。 

• を却フアン 

内蔵ち巧ファンは、システム内に6台搭載されています。ぶがファンは、電源や八ード 
ディスク，プ□セ、ソサ、ボード類をを巧するためのものです。特に、 CPU をが用の4つ 
のファンは冗長機能を持っており、どれか1つがが障しても運用を続けることができま 
す。これ6のファンの動作状態は、マザーボード上のコント□ーラによって監視されて 
いまず。 

• マザーボード 

マザーボード上にあるコンポーネントおよびそのコンポーネントが提供する機能に 
ついて簡単に説明します。 

- ネットワーク 

ストリーミングサーバに1000 BASE - T > 100 Base - TX 、 10 BASE - T じ対応したネッ 
トワークポートを2チャネルと、100 Base - TX 、 10 BASE - T に対応したネットワー 
クポートを 1 チャネル標準で装備しています。 また、オプションで1000 Base - SX に 
対応した N に(ネツトワークインタフエースカード）を増設することができます。 


メモリ 


DIMM を搭載できる ス □、ソトを6 ス □、ソト装備しています。標準で 512 MB 
に 56 MBx 2) 、最大 6 GB ( 1 GBx 6) まで増設することができまず。 

1ビットエラーをお化し、これを訂正することができます。また、2ビットエラーの 
お出 I も行いまず。複数の DIMM を搭載している場合に、ある1枚の DIMM がが障する 
と、自動的に故障した DIMM をシステムか6切り離し、動作を続けます。 
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- PCI バス 

32- bit /33 MHz の PCI バスを2ス日，ソト、日 4- bit /100 MHz の PCI - X バスを3ス□、ソト 
装備していますの S モデルでは Mylex ディスクアレイコント□ーラボートで1ス□、ソ 
卜専有しています）。 

-周辺装置接続ポート 

USB ポートを4つ、シリアルポートと PS /2( キーボード-マウス）ポートをを2つ、 
SCSI (Ultra 160)、 VGA (モニタ）ポートをちつずつ装備しています。ネットワーク 
じついては、前述の説 S 月を参照してください。 

-標準团 OS チップ 

本体の人化カシステムを制御したり、電源を ON にしたときに自己診断 （ POST : 
Power On Self - Test ) を実巧したりずるコント□—ラでず。乂出!カシステムの設走 
やを種基本設定 ( POWER / SLEEP スイ、ソチのマスクや AC - UNK 機能)を変更ずること 
もできます。使用するユーティリティは、 「 SETUP 」 と呼ばれています。5章を参照 
してください。 

-ベースボードマネー ジメントコント□—ラ （ BMC ) 

八ードウェアの稼働状況をチェックしたり，八ードウェア情報を収集したりずる 
管理チップです。収集される八ードウェア情報じは、システムイベント□グ设 EL )、 
センサ装置情報に DR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) などがあります。これ6の情報は 
システム管埋ユーティリティ 「 ESMPRO 」 または 「 MWA 」 でお認することができ 
まず。また、 「 MWA 」 は BMC を通じて、本装置の電源 ON / OFF をリモート制御でき 
ます。 


知つておをたいこと 


已 



ソフトウェアび提供ずる機能 

ストリーミングサーバに搭載されたユー ティ リ ティ や添付のソフトウエアが提供する機能に 
ついて説明します。 


• SETUP (システム BIOS セツトアップユーテイ U テイ） 


スト リー ミング サーバの マ ザーボード 
上に搭載されている BIOS チップ巧の 
設定を変更するユーティリティです。 
入化力の設をや RAS 機能に関ずる設を 
をします。詳しくは5章を参照してくだ 
さい。 



Main 



RAID 設定ユーティリティ 

DS モデルに標準装備の Mylex ディスク 
アレイコント□-ラボード上に搭載 
されている团 0 S チップ巧の設定を変更 
するユー ティ リ ティ 「RAID EzAssistJ 
です。ボードに接続された八ードディ 
スクをディスクアレイで運用ずるため 
の設定をします。詳しくは5章を参照 
してください。 DS モデルでは化荷時に 
RAID 5 に設走されています（ストライプ 
サイズは 512 KB )。 


Welcome to RAID EzAssist. 

My 丄 ex Disk Array Controller 
Configuration Utility 

Please select the RAID controller you wish to 
configure or manage: 

Controller PCI PCI PCI PCI Firmware 

No. Model Host Bus Dev Func Version 


0 AcceleRAID xxx 0011 x.xx-xx 

1 AcceleRAID xxx 0131 x.xx-xx 


SCSI コンフイグレーシヨンユーテイ U テイ 


標準装備のマザーボード上に搭載され 
ている SCSI コント□-ラに対して、 
データ転をレートや同期転をの設定 
などをするユーティリティで 
に CSI 说 / ecfj と呼びまず。本体内部用 
と外付けデバイス用の2つのチヤネルに 
対してそれぞれ設定できますが、届常 
では、外付けデバイス用のチヤネルに 
対してのみこのユーテイリテイを使用 
して設定を変更してください。 


- SCSI Device Configuration 

SCSI Device ID #0 #1 #2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

Sync Transfer Rate (MB/Scc) • • 

..160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Initiate Wide Negotiation. 

..Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

..Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command .… 

- Options Listed Below Hav 

..Yes 

Yes 

Yes 

Yes Yes Yes 

Yes 

Yes 

..N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

Enable Write Back Cache. 

BIOS Multiple LUN Support … 

..No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include In BIOS Scan . 

..Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

#9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 

Sync Transfer Rate (MB/Scc) • • 

..160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Initiate Wide Negotiation. 

• • Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

..Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command 

- Options Listed Below Hav 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

..N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

Enable Write Back Cache. 

BIOS Multiple LUN Support … 

..No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include In BIOS Scan 

' ' Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 
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本体内部（八ードディスク）用のチャネルに対する設定は、出荷時に最適な状態に設走 
されているため、特に使用するあ要はありません。ディスクアレイを構築していない 
モデル（ディスクアレイコント□ー ラに内部 SCSI ケーブルを接続していないモデル）で 
は、このユーティリティを使用して、八ードディスクのフォーマットなどもできまず 
が、 5 章の説明をよく読んで正しく使用してください。操作を誤ると八ードディスク内の 
データを消失するおそれがあります。 


• Windows Media ™ サービス（ストリーミング配信ソフトウエア) 

Windows Media Tool における — … 

ストリーミング配信.管理ソフトウェ 


アでず。 

Windows Media サービスでは、下の 
ようなさまざまな函信が巧能です。 

-オンデマンドのユニキャスト配信 

-ライブのユニキャスト，マルチ 
キャスト配信 


l££i£^^E^H^X 々ー トポイント 

Windo " Wia サ—ビスへは I も… ndo " Medial 。 巧 S す51 こは， rr ，。 


h ブートのおち 
• ユニキ*ストと™ポイント 
• マルチキャストステーシ S ン 


Window H 
。。化てがみ、 

3ンデ7ン F の ASF フ7イル壬«主す5手 ■- 


两生する柏 F WiWEIK のユニ丰 * スト幻*1«イントティレクトリで冉し ST, K 
-ムディレクトリへのバスなる131 : y 二 i-S でじニキ*ストポイント】 S クリ 
ックけす • げバデ了ソドのユニキ*ストと面がインり の一が [ホーム】ユニキ*スト 
过 IW イントのエイリアス巧 J のこモか％デルクトリち定«札*て， K 是の IS 
足で. N«lcom3asf ホインスト ーJUSnS す. 

Mcfcsoll 阳 WntomW Madia PImr 巧 (PS す. 

一-...-バ11110«クわんけ. 

name/hlanamawlj と入巧します， "Mrvamame' のががこ 13 Windows 
ぶ1打んていか3—,卜の* R か. "fclsruma- のが分=13两ちする 
宙 SWA •りけ.りり S クわんけ. 



d ベ - 如ホモ則 r ご 


「I 0マイ王/む-$ ィ 


ー ブ□ー ドキャスト配信 

詳細については、 4 章またはオンラインヘルプを参照してください。 


• Stream Pro/Streaming Server-WMT Plus Verl .0 

Stream Pro/Streaming Server-WMT 
Plus は、 Windows のスト ij — ミング 
サービスである Windows Media サービ 
スに対して、以下の追力□機能を提供 
するソフトウエアでず。 

一視聴□グ収集-化力機能 

ーアクセス制限機能 

詳細については、 4 章または Stream 
Pro/Streaming Server-WMT Plusl こ 
添付の取撒説明書を参照して < ださ 
い。 



ド去*スト？123卜7コゴするモ遍 


知つておをたいこと 
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• EXPRESSBUILDER(CD-ROM) 


添付の CD-ROM EXPRESS 己 UILDER 
は、次のような場合に使用します。 

ーストリーミングサーバにオペレー 
ティングシステムをインストール 
するとき 

-オフライン保守ユーティリティや 
システム診断などの各種ツールを 
使用してスト リー ミングサーバを 
保守' 管理するとき 


- ESMPRO や MWA 、 Express 円 cnic などのユーティリティをインス!ルするとき 

- OEM - D に K などの専用ディスクを作成したり、システムをアップデートしたりずる 
とぎ 

—オンラインドキュメントを読むとき 

EXPRESSBUILDER には、3つの起動ちまがありまず。起動ちまによって用途も異なり 
ます。 



- EXPRESSBUILDER から起動するロンソールあり） 


ストリーミングサーバに EXPRESSBUILDER をセットして EXPRESSBUILDER から 
起動する方法でず。起動後> 表示されるメニューからは、オペレーティングシステ 
ムの無人セットアップツール r シームレスセットアップ」や保守-管理をするための 
を種ツールを起動ずることができまず。 

- EXPRESSBUILDER から起動するロンソールなし） 

ストリーミングサーバにキーボードやマウス、ディスプレイ装置などのコンソール 
を接続していない状態でストリーミングサーバに EXPRESSBUILDER をセットして 
EXPRESSBUILDER か6起動する方法です。起動後、 LAN か COM (シリアルポート） 
で接続している管理用コンピュータ （ PC ) の画面に表示されるメニューか6は、スト 
リーミングサーバを保守.管理をするためのを種ツールを管理用コンピュータか6 
遠隔操作することができます。 

— Windows マシンにセツトして起動する 


Windows 2000や Windows NT 4.0 、 Windows Me /98/95 で動作しているコン 
ピュータの CD - ROM ドライブにセットすると Autorun 機能で自動的にメニューが 
表示されます。このメニューをマスターコント□-ルメニュー」と呼びまず。 

m ： システムのが態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場合 

は、 CD - ROM 上の々のファイルをエクスプローラ等から実斤してください。 

¥ MC ¥1 ST.EXE 

このメニューからは、 ESMPRO や MWA 、 Express 円 cnic などのユーティリティの 
インストール、 OEM - D に K などの専用ディスクの作成、システムのアップデート、 
オンラインドキュメントの閲覧などができます。 


8 









• ESMPRO 



团 品をを防 

BIOS n- 扣ボ- !)： ザ1ト レー)， け巧な 


、ル73表モする!コ3；ゎ1を押して 0£ai« 


" 正苗.~菅ちぞ 


「 ESMPRO ®」 は、 NEC か提供するサーリ11 ' IL'klMSRSPS 
バ管理.監視 ソフ トウエアです。 

ストリーミングサーバの稼動が巧や 
障害の監視をリモートで巧い、障害を 
事前に防ぐことや万一の場合に迅速1こ 
対応ずることができまず。 

ストリーミングサーバを運用する際 
は、 ESMPRO を利用して、万一のトラ 
ブルからシステムを守るようんがけて 
ください。 

添がの CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 じはストリーミングサーバを監視ずるソフトウエ 
ア rESMPRO / ServerAgent 」 とストリーミングサーバを管理ずるためのソフトウエア 
rESMPRO / ServerManager 」 が格納されていまず。 


ESMPRO / ServerAgent はストリーミングサーパにインス I -- ルします。 
ESMPRO / ServerManager はネツトワーク上の〕ンピュータにインストールしまず。 



* エクスプレス通報サービスを併せて利用することも 
できます（エクスプレス通報サービスは別違契約が 
'必要です）。 

ESMPRO / ServerAgent と ESMPRO / ServerManager の詳細は4章またはオンライン 
ドキュメントを参照してください。 

ESMPRO を使ってさらに高度なクライアントサーバシステムを構築する場合は別売の 
「 ESMPRO システム構築ガイド Ver . ZOOJL 900目-201)」を参照してください。この説明 
書は ESMPRO 製品をシステムで活用ずるためのガイドです。 

また、 ESMPR 01 こは、サーバ管理用ソフトウェアをはじめ、ネットワーク管理や電源 
管理、ストレージ管理を巧う専用のアプリケーション ( ESMPRO プ□ダクト）が用意され 
ています。 ESMPRO プ□ダクトについては、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社にお問い合わせください。 
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Management Workstation Application(MWA) 


リモート ( LAN 接続またはク□スケーブ 
ルによるダイレクト接続)で管理 PC か 
6ストリーミングサーバを管理したい 
時に使用するソフトウェアでず。詳細 
は4章またはオンラインドキュメントを 
参照して < ださい。 



ExpressPicnic 

ストリーミングサーバに OS をインス 
卜ールするときに使用する「シームレス 
セットアップ」は、起動後、 0 S のイン 
ストールの際にか要となるいくつかの 
設定項目（パラメータ）を入力した後、 
フ □、ソピー ディスクにそのパラメータ 
を記録しまず。ここで作成された 
フ□、ソピーディスクのことを「セット 
アップパラメータ FD 」 といいます。 



「 Express 円 cnic ®」 は、ストリーミングサーバのセットアップで使用する「セットアップ 
パラメータ FD 」 を事前に作成するツールでず。 

シームレスセットアップを起動してか6セットアップパラメータ FD を作成ずるより、 
事前に ExpressPicnic を巧ってセットアップパラメータ FD を作成しておくほうが、イン 
ストールの際の手圍も省けまず。 


オフライン巧守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティは、ストリーミングサーバの予防保守，障害解析を巧う 
ためのユーティリティです。 ESMPRO が起動できないような障害がストリーミング 
サーバに起きた場合は、オフライン保守ユーティリティを使って障害原因の植認ができ 
ます。 


オフライン保守ユーティリティは EXPRESSBUILDER に格納されています。詳細は4章 
を参照してください。 




























• システム診断 

システム診断は、ストリーミングサーバを診断ずるツールです。ストリーミングサーバ 
のメモリ （ DIMM やプ□セ、ソサのキャッシュメモリ）や八ードディスク、 LAN コント □- 
ラの診断をします。 

システム診断は EXPRESSBUILDER に格納されています。詳細は4章を参照してくださ 
い。 

• Global Array Manager(GAM) 

Global Array Manager ( GAM ) は、 

SCSI モデルに内蔵のディスクアレイ 
コント□-ラやディスクアレイコント 
□-ラに接続している八ードディスク 
(アレイディスク）の運用と保ず、監視 
をずるアプリケーションでず。 


ストリーミングサーバの八ードディスクはディスクアレイを採用しているため、万一の 
八ードディスクの巧障によるデータの消失を防ぐことができますが、ストリーミング 
サーバを運用する隐は、 GAM を利用して、万一のトラブルか6占が章した八ードディスク 
を交換して、ディスクアレイを正常な状態いち早く復旧させるようふ、がけてください。 

ストリーミングサーバを監視ずるソフトウェア 「GAM Server 」 と管理するためのソフト 
ウェア 「GAM Cli 飢りは 「 EXPRESSBUILDER 」 に格納されています。 

两~〇 GAM Client びインス!ル巧みの管理 PC に後か SESMPRO / ServerMana 呂 er を 
インス!ルした場合は 、 GAM Client の環境設定を設定し直して<ださい。詳しく 
は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキユメントを参照してくださ 
い。 

• 自動ク IJ— ンアップツール / Array Recovery Tool 

自動クリーンア、ソプツールは、コンシステンシチェック（アレイディスクの整合性チェッ 
ク）をするためのコマンドを提化します（じ(降、コンシステンシチェックコマンドと 
呼ぶ)。定期的なコンシステンシチェックの自動実巧は 、 Windows 2000の標準機能で 
ある 「 AT コマンド」と 「 Schedule サービス」を組み合わせてコンシステンシチェック 
コマンドを使用ずることにより実現します。 

Array Recovery Tool は、 Mylex ディスクアレイ〕ント□—ラに接続されているハード 
ディスクの状態を監視し、不良八ードディスク （ DEAD 状態）を検化すると自動的に 
リビルド，整合性チェックを行い、システムドライプを復旧します。 



知つておをたいこと 


自動クリーンアップツールと Array Recovery Tool は 「 EXPRESS 己 UILDER 」 に格納され 
ていまず。 
























エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスじ登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保 
守情報含む)を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報ずることができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察巧したり、障害発生時に 
迅速に保守を巧ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で 
動作するシステム監視サービス （ DMITOOL ) を連携させることでシステムを安走に稼働 
させることができる、クライアント/サーバ型の保ずサービス （ PC 适報連携機能)を提供 
しています。 

I M-O エクスプレスお報サービスの利用には別途契約が必要でず。 


エクスプレス通報サービスは 「 EXPRESSBUILDER 」 に格納されています。詳細は4章 
またはオンラインドキュメントを参照してください。 

UPS 制御 ツール 

商用電源のトラブルは、サーバを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に力日え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの 
要因となる場合があります。 

お停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始め 
ると、自動的にバッテリか6電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理 
者は、その圍にファイルの保存など、あ要な処理を行うことができます。さ6に電圧や 
電流の変動を巧え、電源装置の寿命を延ばして平巧故障圍隔 ( MTBF ) の延長にも貢献しま 
す。また，スケジュール等によるサーバの自動■無人運転を実現することもできまず。 

ストリーミングサーバでは、 NEC 社製 
を機能 UPS ( l - UPSPro ) と， APC 社製 
Smart - UPS の2種類の無停電電源装置 
を提供しており、それぞれ ESMPRO / 

UPSController、PowerChute plus で 
管理-制御しまず。 


<ESMPRO/UPSController> 


















各部の名祿と機能 

本装置の各部のを称を次に示しまず。ここではストリーミングサーバで使用ずるコネクタやランプのみを 
説明します。 



①フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護するカバー。添が 
のセ丰ュリティ丰一で□ックすることができる（一22ペー 
ジ)。 

( D キース□ット 

フ□ントぺゼルの□ックを解隐するセキュリティ丰一の 
差し□(一22ページ)。 

感 P 0 WER /5 LEEP ランプ(緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯し、電源を日 FF にずると消灯 
する（^17ぺージ)。また、本体がスリープ状態のときに 
点;風する。 

® ID ランプ(青色） 

0スイッチを巧すと青色に点灯ずる（^19ぺージ)。 
ケーブル接締や保守の際に權数の装置の中か6対象となる 
装置を識別するためのランプ。 

感 D 旧 K ACCESS ランプ(緑色/アンパ’一色） 

巧蔵の八ードディスクじアクセスしているときに緑色に 
点灯する（一19ページ)。八ードディスクのうち、いずれか 
1台でも故障するとアンバー色に点灯する。 

® STATUS ランプ(緑色/アンパー色） 

正常に動作しているときは漏色に.異常を檢化すると 
アンバー色に点の/点滅する（一18ページ)。 


③ ④⑤⑥ 
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フ□ントべゼルをかしたが態' 


(4)-2 (4)-3 


① A ンドル 

ラックへ取りがけたリ、ラックか6引き化すときに持つ 
取っ手。 

( D 八ードディスクベイ 

最大7台まで搭載可能(一266ページ)。丸数字の後の数字は 
増設順摩を示す。 

(2)-1 SCSI IDO ② -5 SCSI ID 4 

(2)-2 SCSI ID 1 ②-目 SCSI ID 日 

風- 3 SCSI ID 2 (£)-7 SCSI ID 目 

@-4 SCSI IDS 

感 D 旧 K ランプ(緑色/アンパー色） 

八ードディスクにあるランプ（一19ぺージ)。八ードディ 
スクじアクセスしている時に漏色に点灯する。八ード 
ディスクが故障するとアンバー色(こ点灯し、リピルド中 
は緑色とアンパー色に巧互に点減する（ディスクアレイ 
構成時のみ)。 

(D CD - ROM ドライブ 

CD - R 日 M のデータの読み化しを巧う（一3日ページ)。 

®-1 ディスクアクセスランプ 
0-2 CD トレーイジェクトボタン 
④ -3 エマージェンシーホール 

⑥ 3.已インチフ□ッピーディスクドライブ 

3. 己インチフ □、ソ ピーディスクを挿人して 、デーろの 
書き込み/読み化しを巧う装置(^28ぺージ)。 

©-1ディスクアクセスランプ 
©-2ディスク挿入 □ 

(5)-3 イジ X クトボ每ン 

(D POWER/SLEEP スイッチ 

電源を 日 N/OFF するスイッチ。一度押すと POWER ランプ 
が点灯し、 ON の状態になる。 もう 一度押すと電源を 日 FF 
にずる （一 23ページ)。4秒!:人！:押し締けると強制的に 
電源を 日 FF にする （一 33ページ)。 

また、 0 S 起動中に一度押すと本体がスリープ状態(省電 
カモード）となる。もう一度スイッチを押すと復帰する 
(05上での設定がお要(^28ぺージ) ） 。 

⑦ リセットスイッチ 

押すとリセツトを実行する（^32ぺージ)。 


1 

Ml 

□ □□[ 
□ □□[ 
□ □□[ 
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⑥ -2 ⑥ -3 




(D ID スイッチ 

装置前面/背面にある ID ランプを ON / OFF するスイ、ソチ。 
スイッチを一度押すと、 ID ランプが点灯し、もう一度押すと 
消灯する日ぺージ)。 

(D US 曰コネクタ （2 ポート） 

リ5臣インクフェースじ対応している装置と接締する（^43 
ページ)。左か6順にコネクタ3、コネクク4と割り当て6れ 
ている。 

⑩シリアルポート2コネクタ 

シリアルイン每フェースを持つ装置と接続する。 UPS の 
接備はシリアルポート 1 コネククのみ。標準の状態では、 
誤挿入防止のための丰ヤップが取りがけ6れている。 

「シリアルポート吕コネクタ」とネットワークケーブル 
コネクタは、同じおがをしています ( RJ -4 日)。ケーブ 
ルを差し間違えないよラま意してください。_ 

⑩ DUMP スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する（一256ページ)。 
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© シリア ルポー ト 1 コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（->43 
ページ)。 

なお、専用回線に直接接続することはできません。 

® キーボードコネクタ 

キーボードを接続する（->43ページ)。 

( D マウスコネクタ 

マウスを接渝する（^43ぺージ)。 

® PCI ボード増設用スロット 

オプシヨンの PCI ボードを取りがけるス□ット（装置巧部 
にち1ス□ットおる）。 

感 USB コネクタにポート） 

US 巨インタフェースに対応している装置と接続する（一 
43ページ)。上か6順にコネクク1、コネクク2と割り当 
て6れている。 

® モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する（一43ページ)。 

⑦ ID ランプ(青色） 

ID スイッチを押すと青色に点灯する（一19ページ)。ケー 
ブル接締や保守の際に複数の装置の中か6対象となる装 
置を識別するためのランプ。 

® SCSI コネクタ 

が付けの SCSI 装置と接続する Ultra 16日 SCSI コネク女 
卜43ぺージ）。 


( D 電源ユニット 

ストリーミングサーバに DC 電源を供給する装置。 

⑩電源〕ード 

ストリーミングサーバか6取り外すことはできません。コン 
セントに接続する。 

⑩電源ユニットステータスランプ(緑色/アンバー色） 

電源 ユニッ トの状態を示すランプ。電源 ユニッ トに AC 電源 
がお給されると、緑色に点減し.装置の電源が ON になると 
漏色に点灯ずる（一21ページ)。電源 ユニッ トの異常を横化 
するとアンバー色に点減する。 

® LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する（一43ページ)。 

丸数字の禮の数字はポート番号を示す。ポート1は 

100 Mbps / 1日 Mbps 対応、ポート2、3は1郎 PS/ 100 Mbps / 

lOMbps 対応。 

⑩100/10ランプ(ポート1•アンパ’一色）、1000/ 
100/10ランプ(ポート2、3 •緑色/アンパ’一色） 

LAN の転送速度を示すランプ (-2 日ページ)。 

⑩ LINK / ACT ランプ(緑色） 

LAW のアクセス状態を示すランプト20ぺージ)。 


1已 
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装置内部 


フアンユニット 
電源 ユニット 

Mylex ディスクアレイコント□—ラ （ DS モデルの 
み標準装備） 

ライザーカード日 
ライザーカード A 
マザーボード 
DIMM ボード 

プロセッサに PU ) (を却用ダクト巧） 

フ□ツピーディスク/ CD - ROM ドライブベイ 
八ードディスクベイ 



⑨ 


ライザーカード A ス□ット 
DIMM ソケット(下か6#1〜 #6) 

CPU (プ□セッサ） 

丸数字の禮の数字は CPU 番号を示す。1に CPU を標準 
装備。 

フアンコネクタ 

丸数字の禮の数字はファン番号を示す。 

CMOS / パスワードクリア用スイッチ 
電源 コネクタ 

電源 ユニッ トインタフェースコネクタ 
CD - ROM ドライブインタフェースコネクタ 
未使用コネクタ 

SCSI 巨 P インタ フェー スコネクタ 
Ultra 160 SCSI コネクタ 

es モデルでは八ー ド ディスクペイに接続される。 

DS モデルはホ接続。 

ライザーカード B ス□ット 
リチウム 電池 (バッテリ） 

巧•部接続コネクタ 



①⑤® ® ⑥⑥③®®⑩ 


G ® 感 


® ⑥®⑦®®⑩⑩ 


⑩⑩⑩ 
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ライザーカード A 


① PCU □ット#4 

目 4- bit 、100 MHz , 3.3 V . PCI - X 。 
ショートサイズ PCI ボードのみ実装可能。 


①、 


•;~回 

PCI ボードの搭載条件については、285ぺージを 
参照してください。 




© 


© 




11111111111111111 nijiiifljiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiil 




ライザーカード已 


① PCI ボードス□ット 

©-1 PCI # 1 (32- bit 、33 MHz 、 日 V 、 PCI ) 

ショートサイズボードのみ実装巧能。 

① -2 PCI 松 (64- bit 、100 MHz , 3.3 V , PCI - X ) 

□ングサイズボードが実装可能。 

① -3 PCI #3(64- bit 、100 MHz , 3.3 V , PCI - X ) 

□ングサイズボードが実装巧能。ただし、 

インクーナル PCI ボードス □、ソ トにボードが 
取り付け6れている場合はショートサイズ 
PCI ボードのみ実装可能。 

® 未使用コネクタ 
感インターナル PCI ボードス□ット 

32- bit , 33 MHz 、 日 V 、 PCI 。 ショートサイズ PCI ボードのみ実装可能。 
DS モデルでは、 Mylex ディスクアレイコント□-ラを標準装備。 


• L 画 

PCI ボードの搭載条件については、285ぺージを参照してくださし、。 
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ランプ 


ストリーミングサーバのランプの表示とその意巧は次のとおりです。 

POWER/SLEEP ランプ(:わ 

ス トリーミングサーバの電源が ON の園、緑色に点なしています。電源が ス トリーミング 
サーバに供給されていないときは消财します。 

また、ストリ ー ミングサーバが省電カモード（スリープモード）で動作しているときは、 
緑をに点滅します。 

省電カモードは OS で省電カモードの設定をした後、 POWER / SLEEP スイッチを押ずと 
省電カモードに切り替わりまず。もう一度 POWER / SLEEP スイッチを押すと通常の状態に 
戻りまず。 
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STATUS ランプ (A) 

ストリーミングサーバが正常に動作している闇は STATUS ランプは緑色に点灯します。 
STATUS ランプが消なしているときや、アンバーをに点な/点滅しているときはストリーミ 
ングサーバに何らかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意巧、対処方法を示します。 

• ESMPRO またはオフライン保守ユーティリティをインストールしておくとエラーログ 
「0^ を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャットダウン処理ができる 
場合はシャットダウン処理をして再起動してください。シャットダウン処理ができない 
場合はリセット、強ま Ij 電源 OFF をするか （33 ぺージ参照）、一を電源コードをホき差し 
して再起動させてくださし、。 


STATUS ランプの状態 

意味 

対処方法 

緑をに点义了 

正常に敦作していまず。 

- 

緑色に点減 

♦ メモリか CPU のいずれかが縮退 
した状態で動作している。 

♦ メモリ 1 ビットエラーがを発して 
いる。 

装置背面の電源ユニットステークスランプの状態 
を確認してください。 

巨 IOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を 
使って縮退しているデバイスを確認禮、早急に 
交撰することをお勧めします。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

- 

POST 中である。 

しば6くお待ちください。 P 日 ST を完了禮、しば 

6 くすると藏色に点灯します。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を日 FF にして、電源を ON にし直し 
てくたさい。 POST の画面で何らかのエフーメッ 
セージが表示された場合は、メッセージを記録し 
て保守サーピス会社に連絡してください。 

CPU 温度の異常を横出した。 
( Thermal - Trip ) 

ウォッチドッグクイマタイムアウトが 
発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが横出さ 
れた。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを操取し終わるまでお待ちください。 

アンバー色に点灯 

温度異常を檢出した。 

巧部のファンにホコリやチリげ付着していないか 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを淀認してくださ 
い。それでも表示が変わ6ない場合は、保守サー 
ビス会社に連總して<ださい。 

電圧異常を横化した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

電源ュニットが故障した。 

アンバー色に点減 

ファンアラームを横出した。 

ファンユニットが確実に接続されていることを 
確認して<ださい。それでも表示が変わ6ない 
場合は、場合は、保守サービス会社に連絡して 
ください。 

温度警告を檢化した。 

巧部のファンにホコリやチリが付着していないか 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを淀認してくださ 
い。それでも表示が変わ6ない場合は、保守サー 
ビス会社に連總して<ださい。 

電圧警告を横出した。 

保守サービス会なに連絡してください。 



























DISK ACCESS ランプ (i) 


D に K ACCESS ランプは八ードディスクベイに取り付け6れている八ードディスクの状態を 
示しまず。八ードディスクにアクセスずるたびにランプは緑色に点なしまず。 

八ードディスクに障害が起きると D に K ACCESS ランプがアンバーをに点灯します。故障 
した八ードデイスクの状態はそれぞれの八ードデイスクじあるランプで確認できます。 


ID ランプ ( ID ) 


本体の前後に各1つずつあるこのランプは装置前面じある ID スイッチを押ずと、青色に点な 
し、保守をしようとしている装置を特定ずることができます。1台のラックに複数台の装置 
を設置しているときに利用してください。 

ID ランプを消灯させるには， ID スイ、ソチをもう一度巧してください。 


アクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと CD - ROM ドライプのアクセスランプは、それぞれにセツ 
されているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点なします。 


A — ドディスクのランプ 

3. 5インチデバイスベイに搭載される DISK ランプは 
表示状態によって意巧が異なります。 

• 緑色に点滅 

八ードディスクにアクセスしていることを示しま 
す。 

• アンバー色に点な 

ディスクアレイを構成しているときに取り付けて 
いる八ードディスクが故障していることを示しま 
す。 



晒； ディスクアレイ （ RAID 1、 RAIDS 、 RAID 0+1) を構成している場合は、1台のハードディ 
~ スクが故障しても運用を続けることができますが早急にディスクを巧換して、再構築 

(リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行えます）。 


rEvTI 


• 緑色とアンバー色に交互に点滅 

八ードディスクの再構築（リビルド）中は、点滅しまずな夕障ではありません）。ディスク 
アレイ構成で、故障した八ードディスクを交換ずると自動的にデータのリビルドを巧い 
ます（オートリビルド機能)。リビルド中は D に K ランプが点滅しまず（同時にストリーミ 
ングサーバ本体の D に K ACCESS ランプもアンバー色に点好または点滅します）。 

リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点なします。 


知つておをたいこと 
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M-O リビルド中にシステムの電源を OFF にずると、リビルドは中断されまず。再起動してか 

SA - ドディスクをホットスワップで取り付け直して U ビルドをやり直してくださし、。 
ただし、才ートリビルド機能を使用ずると走は;欠のま意事項を守ってください。 

• 電源を OF 円こしないでください（いったん電源を OFF にずると才ートリビルドは 
起動しません）。 

• A - ドディスクの取り外し/取り付けの間隔は90砂な上あけてください。 

• 他に U ビルド中の A - ドディスクが存在ずる場合は、 A — ドディスクの交換は行わ 
ないでぐださい。 


ネットワークポートのランプ 

背面にある2つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 



• UNK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と HUB に電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている園、緑色に点なしまず ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を巧っているときに緑をに点滅しまず ( ACT ) 。 LINK 状態なのにランプが点灯し 
ない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続状態を磕認してください。 
それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク （ LAN ) コント□—ラが故障している 
場合があります。お買い求めの販売店、または保ずサービス会社に連絡してください。 


• 100/10 ランプ ( ポート 1 用） • 1000/100/10 ランプ ( ポート 2 、 3 用） 

本体標準装備の3つのネットワークポートのうち、ポート1は100 BASE - TX 10 BASE-T 
の通信 モー ドをサポートしています。ポート2と3は1000 BASE - T と100己 ASE - TX 、 
10 BASE - T の通信 モー ドをサポートしています。このランプは、それぞれのポートが 
1000 BASE - T 、 100 BASE - TX 、 10 BASE - T のうちのどのネットワークインタフエース 
で動作されているかを示します。ポート1では、ランプがアンバーをに点灯しているとき 
は100 BASE - TX 、消なしているときは1 0 BASE - T で動作していることを示します。 
また、 ポート2では、ランプがアンバー色に点灯しているときは1000 BASE - T > 緑色に 
点なしているときは1〇祀 ASE - TX 、消なしているときは1祀 ASE - T で動作していること 
を示します。通信ま度は接続先の八ブなどの設走に合わせて自動的に切り替わります 
が、 Windows 上で八ブとの通信ま度や伝をちま ( duplex の設走)をあ6かじめ設をしてお 
くことをお勧めします。 
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電源ユニットのランプ 

背面にある電源 ユニッ トには、電源 ユニッ トステータスランプがあります。電源コードを 
コンセントじ接続し、電源 ユニッ トが受電すると緑色に点滅します。 

システムの電源を ON にし、システム巧への DC 電源の供給を開始するとランプが緑をに点な 
しまず。システムの電源を ON にしてもランプが点灯しない、またはアンバー色に点灯ずる 
場合は、電源ユニットの巧障が考え6れます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットを 
巧あしてください。 


電源 ユニット1 電源 ユニット2 



知つておをたいこと 
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運用時の操作 

電源の ON / OFF の方法など日常の運用で巧っておいていただきたい操作手順について説 B 月します。 


フ□ントべゼル〜取り付け•取りかし〜 


ストリーミングサーバの電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブ 
を取り扱うときはフ□ントべゼルを取り外しまず。 

I n-O フ□ントべゼルは、添付のセキュ U ティキーで□ックを解除しないと開けることができませ 
ん。 

1. キース□ットじ添がのセキュリティキーを差し込み，キーをフ□ントべゼル側に軽く押しなが6 
回して□ックを解除ずる。 



お除 ロック 


吕.フ□ントべゼルのち端を軽く持って手前に引<。 

3. フ□ントべゼルを左じみしスライドさせてタブをフレームから外して本体から取 y 外す。 



フ□ントべゼルを取り付けるときは、フ□ントべゼルの左端のタブを本体のフレームに 引つ 
かけるようにしなが6取り付けまず。取り付けた後はセキュリティのためにもキーで□ツク 
してください。 
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電源の日 N 


ストリーミングサーバの電源は前面にある POWER / SLEEP スイッチを押ずと ON の状態に 
なります。 

次の順序で電源を ON にしまず。 


マザーボー ド上にある ストリー ミン クサー バを監視する 「ベースボー ド マネー ジメン トコン 
「でを i トローラ （ BMC )」 は、システム電圧の変化を監視し、ログをとっています。電源コードを 

接続した後や、電源を OFF にした後は、電源が OFF のが態から POWER / SLEEP スイッチを 
巧すまでに30秒じ(上の時間をあけてくださし、。 


1. ディスプレイ装置およびストリーミングサーバに接続している周辺装置の電源を ON じする。 


I チェック I 


無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している塌合は、電源制御装置 
の電源が ON になっていることを確認してください。 


吕.フ□ントべゼルを取り外ず。 

3. ストリーミングサーバ前面じある 
P 0 附 ER / SLEEP スイッチを押す。 

POWER / SLEEP ランプが緑色に点な 
し、しばらくするとディスプレイ装置の 
画面には 「 NEC 」 □ゴが表示されまず。 

「 NEC 」 □ゴを表示している間、ストリー 
ミングサーパは 自己診断プ □グラム 
( POST ) を実巧してストリーミングサー 
パ自身の診断していまず。詳しくはこの 
後の 「 POST のチェック」をご覧くださ 
し''。 POST を完了ずると OS が起動しま 
す。 



I チェック I 

POST 中に異常が見つかると POST を中断し、 
ください。 


エラーメッセージを表示しまず。6章を参照して 


知つておをたいこと 
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POST (Power On Self - Test ) は、ストリーミングサーバのマザーボード内に記録されて 
いる自己診断磯能です。 

POST はストリーミングサーバの電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 
メモリ、 CPU 、 キーボード、マウスなどをチェックしまず。また、 POST の実巧中に各種の 
己の S セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


ストリーミングサーバの化荷時の設をでは POST を実行してい 
る園、ディスプレイ装置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。 
< Esc > キーを押すと、 POST の実行内容が表示されまず。 




pi ; BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させる 

I ヒン 。ことができます。5章の「システム BIOS 」 の 「 Advanced 」 にある 「 Boot-time Diagnostic 
Screen 」 の設をを 「 Enabled 」 に切り替えてください。 


POST の実行内容は常に磕認ずる必要はありません。次の場合に POST 中に表示される 
六、ソ セージを確認してください。 

• スト リー ミング サーバの 導入時 
• 「古徘章かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置に何らかのエラーメッセージが表示されたとき 


POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明しまず。 

n-O • システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any KeyJ とキー入力を 
區重导 要求ずるメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取り付けたオプションのボード 

の BIOS が要求しているためのものでず。オプションのマニュアルにある説明を確認 
してか6何かキーを巧してください。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取り外し/取り付けているス□ットの変更をして 
か5電源を ON にずると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りがあること 
を示ずメッセージを表示して POST をいつたん停止ずることがありまず。 


この場合は < F 1 >キーを巧して POST を継続させてください。ボードの構成についての 
変更/設定は、この後に説明ずるユーティリティを使って設定できまず。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画面左上に基本 
メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示されます。また、画面下に 
下のメッセージが表示されます。 


Press <ESC> to enter boot selection menu, <Space> to abort memorv test 
Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 
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, L 画 

レ Space〉to abort memory test 」 のメツセージ表示中に <Space> キーを押すと、メモリ 
テストをスキップすることができます。 


なお、ストリーミングサーバに搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了 
ずるまでじ数かかかる塌合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表示を 
ずるのに1分程度の時間がかかる場合がありまず。 

2. 続いてストリーミングサーバに内蔵の SCSI コント□ーラを模化し、 SCSI 目 IOS セットアップユー 
ティリティの起動を促ずメッセージが表示されます。 

そのまま何も入力せずにいると数秒後(こ POST を自動的に続けまず。 


Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) Utility! 

ここでく Ctrl> キーと <A> キーを押ずとユーティリティが起動します。設定方法やパラメークの 
磯能(こついては、日章の 「SCSI BIOS」 を参照してください。ユーティリティを使用しなければ 
な6ない例としては次のような塌合がありまず。 

• 外付け SCSI 装置を接続した場合 
• システム内部の SCSI 装置の接続を蛮要した場合 

ユーティリティを終了ずると、ストリーミングサーバはき動的(こもう一度始めから POST を実行 
しまず。 

3. 接続している SCSI 装置が使巧している SCSI ID 番号などを画面(こ表示しまず。 

4. <DS モデル （N 8100 -798) の場合> 

ディスクアレイコント□-ラ巨 I0S セツトアップユーティリティの起動を促ずメッセージが表示 
されまず。 


Press <Alt-M> for BIOS options 


ここでく Al わキーとく M> キーを巧すと ユー ティリティが起動しまず。設を方法节パラメータの 
磯能については、5章の r ディスクアレイ巳 I0S」 を参照してください。 

そのまま何も入力せずにいると次に示すメッセージが表示されます。 


Press <Alt-R> for RAID configuration options 


ここでく Alt> キーとく R> キーを押すと RAID EzAssist が起動しまず。 RAID EzAssist の設定方法や 
パラメー女の機能については、5章の r ディスクアレイ巨 I0S」 を参照してください。 

そのまま何も入力せずにいると数砂後に POST を自動的(こ続けます。 

己. <ストリーミングサーバの PCI バスに起動可能なオプション ROM を搭載した PCI ボードを搭載して 
いる場合> 

搭載したボードの BIOS セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます。 

ストリーミングサーバの pa バスに起動可能なオプション ROM を搭載した PCI ボードを複数搭載 
しているときは、インクーナルド(：1^ド(：1 #1 一 PCI #4一 PCI #2-PCI #3の順で搭載しているボー 
ドの巨 IOS セットアップユーティリティの起動メッセージを表示しまず。操作方法については、そ 
れぞれのボードに添付の説明書を参照してください。 

目.次に、 CPU や接続している丰ーボード、マウスなどをお化したことを知らせるメッセージを表示 
しまず。 


知つておをたいこと 
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その後、 w 下のメッセージが表示されまず。 

パターン 1* * : 

Press <ESC> to enter boot selection menu 

Press <F2> to enter SETUP or Press <F12> to Network 


パターン 2* : 

Press <ESC> to enter boot selection menu 

Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 
パターン 3* : 

Press <ESC> to enter boot selection menu 

Press <F1> to resume, <F2> to Setup, く F12> to Network 

パターン 4* : 

Press <ESC> to enter boot selection menu 

Press <F1> to resume, <F2> Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 


* 装置の状態によって、メッセージの内容は異なります。 

それぞれのキーを入力した場合の動作や起動するユーティリティは W 下のようになっていまず。 
通常では、特に起動ずる必要はありません。 

•L 画 

• <ESC> キーを巧下した場合、 POST の終わりで Boot メニューを表示します。このメニュ ー 
から起動するデバイスを選がすることができます。 


Boot Menu 


し CD-ROM Drive 

2. +Removable Devices 

3. +Hard Drive 

4. IBA 4.0.19 Slot 0003 
日 . IBA 1.0.17 Slot 0103 


<Enter Setup> 


• <F2> キーを押下した場合、 B に S セットアップユーティリティを起動します。ストリーミン 
グサーバを使用する環境に合った設をに変更するときに起動してください。エラーメ‘ソセー 
ジを伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更す 
る'必要はありません。設を方まやパラメータの機能については。5章を参照してください。 

• <F4> キーを押下した場合、保守用パーティシヨンから起動します。保再用パーティシヨン 
については、「イ呆を用パーティシヨンの設を （80 ぺージ）」を参照してください。 

• <F12> キーを押下した場合、ネットワークブートを実行します。 

• "Press <F1> to resume" のメッセージが表示される場合は、 POST 中に何らかの異常を 
検出しています。メッセージの内容やが処方まについては、 「POST 中のエラーメッセージ 
(226 ぺージ）」を参照してください。エラーメッセージが表示されている場合でも、 <F1> 
キーを押下すると起動します。 












狂 巳の s セットアップユーティリティ rs 口 UP 」 でパスワードの設ををすると、パスワードを入力 
ずる画面が表示される場合がありまず。 

パスワードの人力は、3◎まで巧えます。3回とも人力を誤るとストリーミングサーバを起動でき 
なくなります。この場合は，ストリーミングサーバの電源を OFF にしてから，10秒程を時閣を 
あけてか6再を，ストリーミングサーバの電源を ON にしてストリーミングサーバを起動し直して 
くださぃ。 

iwO^m 

I os をインストールずるまではバスワードを設定しないでください。 

江 POST を終了すると OS を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーをお化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示される 
か、ビープ音が鳴ります。エラーメッセージの表示内容やビープ音の鳴りち、その意巧や 
対処方法については、6章を参照してください。 

I M-O な守ヴービス会社に連結ずるときはディスプレイの表示やビープ音の睛り方をメモして 
おいてください。アラーム表示はな守を行うときにち巧な情報となりまず。 


電源の日 FF 


次の順序で電源を OFF にします。ストリーミングサーバの電源コードを UPS に接続している 
場合は、 UPS に添付のマニュアルを参照するか、 UPS を制御しているアプリケーシヨンの 
マニュアルを参照してください。 

1 . OS のシャットダウンをずる。 

吕.ストリーミングサーバ前面じある POWER / SLEEP スイッチを押す。 

POWER / SLEEP ランプがミ肖のします。 

3. 周辺装置の電源を 0 FR こする。 


知つておをたいこと 
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POWER/SLEEP 
ランプ 


V 


POWER/SLEEP 

スイ'ソチ 



ストリーミングサーバは AC 円モードに対応していま 
す。省電カモードにすることでストリーミングサーバ 
の電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ状獻に 
することができます。 

省電カモードを設をしている場合に前面にある 
POWER / SLEEP スイッチを押すと省電カモードに 
なります （ POWER / SLEEP ランプが緑色に点滅しま 
す）。スタンバイ状態になってちメモリの内容やそれ 
までの作業の状態は保持されています。 POWER / 
SLEEP スイッチを押すとスタンバイ状態は解除され 
ます。 




省電カモードへの移斤、または省電カモードからの復帰方法については、 Windows 2000の 
設をじよって異なります。また、省電カモード中の動作レベルは、 Windows 2000の設をに 
化巧します。 




省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでください。省電力 
モードか! 5 復帰ずる際に元の状態に復帰できない場合びありまず。 


フ□ッピーディスクドライブ 


ストリーミングサーバ前面に フ□、ソ ピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）.保存 
(ライト）を巧うことのできる 3.5 インチ フ □，ソピーディスクドライブが搭載されています。 
ストリ ー ミングサーバでは 3. 5インチの 2 HD フ□、ソピー ディスク （ 1 .44 M バイト）と 2 DD 
フ □、ソ ピー デイスク （720 K バイト）を使用することができます。 


フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ □、ソ ピーディスクをフ □、ソ ピーディスクドライブにセットする前にストリーミングサーバ 
の電源が ON ( POWER / SLEEP ランプ点の1こなっていることを確認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチ，ソ」と音が 
して、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンがかし飛び化します。 


一 •1.2 M バイトフォーマットのディスクを使って起動（ブート）ずることはできません。 

^2^ • フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると，ディスクの内容を読め 

ないことを巧6せるメッセージやフォーマットを要まするメッセージが表示されます。 
OS に添がのマニュアルを参照してフ□、ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□ッピーディスクをセットした後にストリーミングサーバの電ミ原を ON にしたり， 
再起動ずるとフ□、ソピーディスクから起動しまず。フ□、ソピーディスク巧にシステムが 
ないとお動できません。 


省電カモードの起動 


〇 〇 〇 

A8 9 
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イジェクトボタンを押すとセツトしたフ□，ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブ 
か6取り化せます。 


4^ フ□、ソピーディスクアクセスランプが';肖のしていることを殖認してからフ□'ソピーディスク 

ド立万]を取り化してください。アクセスランプが点な中に取り出ずとデータが破壊されるおそれが 
あります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□ッピーディスクは、データを保をずる大切なものでず。またその構造は非常にデリケー 

卜にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿人してください。 

• ラベルは正しい位置に目占り付けてください。 

• 銘筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクじ書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりのをいところでは使用しないでください。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などのあ体のお<や薬品のお< には置かないで<ださい。 

• 磁石など磁気を帯びたわのをおづけないでください。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないで<ださい。 

• 磁気やほこりから保畫できる専用の収納ケースに保管してください。 

• フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き&み禁止） 

ができるようになっていまず。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは，読み化しはできまず 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みが 
できません。重要なデータの人っているフ □、ソ ピー 
ディスクは、書き込み時 W かはライトプ□テクトを 
しておくようお勧めします。 3. 5インチフ□、ソピー 
ディスクのライトプ□テクトは、ディスク裏面のライ 
トプ□テクトスイ、ソチで巧います。 

• フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがありまず。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
じよってもデータを失う場合がありまず。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは走期的にバックアップをとっておくことをお勤めします。（ストリーミング 
サーバに添付されているフ□、ソピーディスクはあずバックアップをとってください。） 



知つておをたいこと 
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CD - ROM ドライブ 


ストリーミングサーバ前面に CD - ROM ドライブがありまず。 CD - ROM ドライブは CD-ROM 
(読み化し専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD - ROM はフ□ッ 
ピーディスクと比較して、大量のデータを高速に読み化ずことができます。 



A ま意 


0A 

装置をををにお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りくださし1。指示を 
守6ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

CD - ROM ドライプのトレーを引を出したまま放置しない 


CD-ROM のセツト/取り出し 

CD - ROM は次の手順でセツトしまず。 


1 . CD - ROM を CD - ROM ドライプにセツトずる前にストリーミングサーバの電源が OIXKPOWER / 
SLEEP ランプが緑色に点な)になっていることを確認ずる。 


2. CD - ROM ドライブ前面の CD トレー 
イジェク トボクンを押ず。 

トレーがかし化てきます。 


CD トレーイジェクトポタン 


3 . トレーを軽く持って手前に引き化し、 
トレーが止まるまで引き化す。 



4 . CD - ROM ので字が印刷されている面を 
上にしてトレーの上に請かに、確実に 
置く。 


己.ち國のよう(こ片方の手でトレーを持ち 
ながら、もう一方の手でトレーの中也(こ 
ある日ーター部分に CD - ROM の巧がはま 
るように指で押して、トレーにセット 
ずる。 
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6. トレーの前面を趕< 押して元に戻す。 


2 . 直径約 1.2 mm 、 長き約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリ、ソプを引き伸ばし 
て代用できる）を CD - ROM 前面ち側に 
ある エマージェンシーホールに 差し込ん 
で、トレーが化てくるまでゆつ<りと 
押す。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れ 
やずいものを使用しないでくださ 
い。 

• 上記の手順を行っても CD - ROM が 
取り出せない場合は、保守ヴービ 
ス会社に連絡してください。 


3 . トレーを持って引き化す。 

4 . CD - ROM を取り化ず。 

己.トレーを押して元に戻す。 


□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□ 




CD - ROM のセット後、 CD - ROM ドラ 
イブの駆動音が大きく聞こえるときは 
CD - ROM をセツトし直してください。 



CD - ROM の取り化しは、 CD - ROM をセツトずるときと同じように CD トレーイジエクト 
ボタンを押してトレーを引き化します。 

アクセスランプがオレンジ色 I こ点灯しているときは CD にアクセスしていることを示しまず。 
CD トレーイジェクトボタンを押ず前にアクセスランプがオレンジ色に点灯していないこと 
を確認してください。 


ち図のよう I こ、片方の手でトレーを持ち、もう一方の 
手でトレーの中ムにある□ークー部分を押さえながら 
CD - ROM の端を軽くつまみ上げるようにしてトレー 
から取り化します。 

CD - ROM を取り化したらトレーを元に戻してくださ 
い。 


取り出せな<なつたとさの方法 

CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM がストリーミングサーバから取り化せない 
場合は、次の手順に従って CD - ROM を取り化します。 



POWER / SLEEP スイ、ソチを押して 
スト リーミン グ サーバの 電源を OFF 
( PO 机 ER / SLEEP ランプ消灯）にずる。 


エマージェンシーホール 

\ POWER/SLEEP 

\ ランプ 




□ □□□□□□□ 
□ □□□□□□□ 
□ □□□□□□□ 



知つておをたいこと 
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CD - ROM の取り扱い 


• ノ、-ドリセツ 


ストリーミングサーバ前面にあるリセ、ソトスイ、ソチを押してくピ 
さい。システムがリセットされまず。 


リセット 
スイ、ソチ 


〇む〇 

0 // ID 

〇み 3*^4 


□ □ 


ストリーミングサーバにセツトする CD - ROM は次の点にを意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しない r コピーガードがき CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねまず。 

• CD - ROM を巧とさないでください。 

• CD - ROM の上にちのを置いたり、巧げたりしないでください。 

• CD - ROM にラベルなどを目占らないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）じ手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、銘筆やボールペンで文字などを直接 CD - ROM じ書き込まないでください。 
• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直が日光の当たる場所や暖房器具のお < など温をの高 < なる場所には置かないで < だ 
さい。 

• 指紋やほこりがついたときは，乾いた柔6かい巧で、巧側か6外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー 、クリーナ' 
ベンジン，シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は> 専用の収納ケースに保管して<ださい。 


IJ セツ 



リセ、ソトには2通りの方法があります。 


岡—〇 リセットは、ストリーミングヴーパの DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリア 

してしまいまず。八ングアップしたとき 1 U がでリセットを行うときは、ストリーミング 
サーバがなにも処理していないことを確認してください。 

ソフトリセット 

0 S が起動する前にシステムが動作しなくなったとは、く Ct 「 l > キーとく AI わキーを押し 
ながら、く Delete > キーを押してください。システムがリセットされまず。 



〇 〇 〇 

As の 
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強制電源 OFF 


os か6ストリーミングサーバをシャットダウンでき 

なくなったときや、 POWER/SLEEP スイ、ソチを押し 

ても電源を OFR こできなくなったとき、リセットが 

機能しないときなどに使用します。ストリーミング 

サーバの POWER/SLEEP スイ、ソチを4秒ほど押し 姆似上巧し 

続けてください。電源が強制的に OFF になりまず。 

(電源を再び ON にずるときは、電源 OFF か630秒 
W 上待ってか6電源を ON にして < ださい。） 

vrO U モートパワーオン機旨目を使庙している場合 
は、-度、電源を ON にし直して、 OS を起動さ 
せ、正常な方ミまで電源を OFF にして<ださい。 


知つておをたいこと 
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